
理事会開催日 項目 内容

2026年2月22日 団体戦 チーム名の制約は特に無し

2025年11月30日

亀岡市総体・マ

スターズ

選手ユニフォー

ムの更新計画

2025年8月3日
大会前の練習

アナウンス

【準備中】
大会準備完了のアナウンスがあるまで、ラケットを置いたりして練習台の確保をしないでください

【準備完了】
準備が完了しましたので、練習を開始してください

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　理事会　備忘録　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
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理事会開催日 項目 内容

2023年3月5日

(追記)2024年7月28

日

(改訂)2024年12月8
日

棄権時の組み

合わせ対応

●交代
・個人戦　申込〆切後の参加者の交代は、同じ部門（階級）であれば当日でも可能。

男子を減らして女子を増やす等はできない。
・団体戦　メンバー変更は、当日でも参加資格があれば追加・変更ができる
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(↑赤字追記2024/7/28)

●棄権

個人戦・団体戦

予選リーグ数を削減するとトーナメント表の形状も変わり、全面的な変更になるため4人(チーム)リーグの3
人(チーム)リーグ化で基本的には対応する

団体戦(改訂2024/12/08)

棄権によりチーム構成人数に満たないチームは、交流試合として予選リーグ、3，4位トーナメントともに出場
は可能。試合は全部負けとして規定の試合数を実施する

上記チームが3チームブロックであってもブロック変更はしない

2024年9月15日
気象警報と

大会可否

気象警報発令時の大会開催可否
●大会当日朝7時時点で亀岡市にいかなる気象警報でも発令されている場合は、「中学生以下の部」は

中止、その場合は、「一般の部」等に出場している中学生以下も、参加は認めず参加費を返金する
亀岡市には警報が発令されていなくても、警報が発令されている地域の中学生以下の棄権者には参加費

を返金する

●一般の部は、体育館使用出来る場合は、警報が発令されていても開催する。ただし「暴風警報」または
「特別警報」が発令されている場合は、大会を中止する。警報が発令されていなくても、その後警報レベル

の勢力を伴う台風進路に亀岡市が含まれている場合も中止とする

●中止の場合は大会当日朝7時にホームページに掲載する

2024年7月28日 大会(団体) 団体戦は中学生以下でも一般の部にエントリー可能

2024年4月14日 評議委員会 監査報告は会計監査の人に出席を頂いて、監査結果の報告をして頂く
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理事会開催日 項目 内容

2023年12月17日 大会(団体)

亀OP団体戦予選リーグのコート割振りと試合順

試合の順番が、D→S→SとしDと最初のSは兼ねられない大会で、間違ってDと最初のSに同じ人で試合を

した場合は、0-3または0-2で負けとする。ただし最初のSの試合前に気が付いて相手チームの了解が得
られたら、オーダーを正しく変更し、試合は成立させることができる。

２戦先取で勝敗を決定する場合で試合コートに余裕があって、ダブルスの後のシングルス２試合を同時に
実施した場合に、２試合目のシングルスの試合中に３試合目のシングルスが終了しても、２試合目のシング

ルスの結果を待って試合結果とする。2-0で試合が決着する場合は、3試合目の試合結果は採用しない。

2023年4月16日 親睦大会

第１シードは男子、第２シードは女子、第３シードは男女混合でランク順に第1シードから埋めていく。

チーム間の強さのバランスをとるために、第１シードは男子C級より女子Ａ級が入るという意見もあるが、親

睦を図るために男女混合チーム編成とし、そのため上記方針に決定した。

大会(団体)2023年7月23日

コートNo.

1 男子 1ブロック

2

3

4 男子 3ブロック

ブロック名

2ブロック男子

４チームブロック

1 ①－④

2 ②－③

3 ①－③

4 ②－④

5 ③－④

6 ①－②

試合順

コートNo.

1

2

3

4

ブロック名

男子

男子

男子

1ブロック

2ブロック

3ブロック

1

男子 1ブロック ①－④

男子 2ブロック ①－④

男子 3ブロック ①－④

男子 1ブロック ②－③

男子 2ブロック ②－③

男子 3ブロック ②－③

男子 1ブロック ①－③

男子 2ブロック ①－③

男子 3ブロック ①－③

男子 1ブロック ②－④

男子 2ブロック ②－④

男子 3ブロック ②－④

男子 1ブロック ③－④

男子 2ブロック ③－④

男子 3ブロック ③－④

男子 1ブロック ①－②

男子 2ブロック ①－②

男子 3ブロック ①－②

試合順　(例)

～ 4 コート

4コートには1ブロックの②－③が入る。

次に1～4コートで空いたコートには

2ブロックの②－③が入る

従来のコート割振り 今年度のコート割振り

課題

・コートが空いても活用

できない時がある

・ブロック間の進行差が

発生する
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理事会開催日 項目 内容

2023年3月26日 大会(団体)

亀岡オープン卓球大会(団体)

申し込みは先着85チームまでを基本とする

予選は4チームでリーグ戦をメインに実施
予選リーグもトーナメントも2戦先取

上記条件で半数の試合が2戦先取の場合は終了は18時になる
(全試合が3戦目で決する場合は20時終了)

事務局メモ：85チームを超えるとトーナメントの対戦サイクルが5を超えないか、4チーム換算ブロックが23
ブロックを超えないか注意必要。詳細は2022年度第10回理事会資料参照

2023年3月26日
費用削減と

今後の運用

2022年12月11日 理事手当 特別な事がない場合は、理事一人に1万円/年の理事手当を支給する

2022年9月18日 大会(団体)
前回結果を反映したシード順について

　団体戦は、前回クラブと違うクラブチームから出場している人のシード権は無効とする。

2022年8月14日 大会組合せ

大会組合せ作成注意点の変更

【変更後】・級別で昇格した場合は、上級のシード順の末尾に入れることを基本とするが、実力も含めて臨
機応変に対応する。

【変更前】・級別で昇格した場合は、上級の下位ブロックの末尾に入れることとする。

2022年8月14日 大会(個人戦)
亀岡オープン年代別および級別大会の人数制限は、３００人とする。これにより大会終了時間は計算上は１

８：２５となる。案内に終了予定時間を記載する。

大会(団体)
D-S-Sの団体戦で空きコートが使用できる場合は、ダブルス終了後にシングルス２試合を同時に実施する
ことにより、決勝戦も含めて相互審判とする。
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理事会開催日 項目 内容

大会(団体) けいれん等で試合が続行できない場合は、５分を限度に中断できる

大会 同じ競技者が連続してマッチを行う場合は、マッチとマッチの間に５分までの休憩をとることができる

賞品 賞品は決勝トーナメント1位～３位と3,4位トーナメントの１位に賞品を授与する

2022年6月5日

&6月12日朝
キャンセル料

如何なる理由でも申込締切日以降の参加料は全額頂く。ただし学校･職場からの参加禁止指示の場合

は、連絡があれば返金する。

2022年6月5日 賞状用紙 次回購入時から汎用的なA4縦書き賞状用紙とする

大会会場 一括りのフェンス内の卓球台が全て試合が行われていいない時は、練習台として開放

ホームページ 決勝トーナメント、3,4位トーナメントのトーナメント結果を掲載する

2022年2月27日 賞品
賞品は、クオカードを基本とする

市民大会、平和祭、亀OP年代別の中学生以下の部は、楯を基本とする

団体戦の賞品は3人で分けられるようにする

2022年2月27日 プログラム 団体戦のプログラムはチームで1部とする

2022年5月8日

2022年7月3日
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理事会開催日 項目 内容

2022年1月9日 総体･マスターズ

2021年11月3日 参加者
申し込み締め切り後に参加者名簿をホームページに掲載する。誤字脱字のチェックと受付漏れの確認を

各クラブに見てもらう。

2021年8月1日 結果表示 決勝トーナメント表(手書き)記録を大会後にホームページに掲載する
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理事会開催日 項目 内容

2021年8月1日 車椅子

車いす選手がレシーブするときに、下記の場合はレット(やり直し)にする

(総論は承認されたが、下記の文章は理事会では未提示)
①レシーバー側のテーブルで1回以上バウンドした後レシーバー側のサイドラインを横切ったサービス

②サービスのボールがレシーバー側のテーブルでバウンドした後ネットの方向に戻ったり、レシーバーの手

前で止まったりするサービス

2021年7月4日 申込･組合せ 予選リーグ：7人は4人と3人の予選リーグに分ける。6人は6人リーグ。5人以下は統合対象

2021年7月4日 備品 全ての大会の試合球は、ニッタクの3スターを使用する。準備は使用台数×2個

2021年5月30日 賞品 商品券と楯の総額は、参加費の25%を目安にする

2021年4月17日 写真 表彰時の写真はホームページ掲載可能な方だけ撮影して、プリントはしない

2021年4月17日 大会

各大会開催に当たっては可能な限り合理的、効率的な運営をめざす

①種目の整理…市民大会ダブルスの廃止…運営の簡素化、口丹波大会2～3人団体は3～4人団体に…

審判不在のリーグ戦解消のため

②トーナメントは決勝トーナメントと3.4位トーナメント2種類に統一する…運営の簡素化、賞品購入の節約
③シングルス戦は全て3位決定戦を行わず上位4者を表彰する…大会運営上最後まで敗者審判で可能

になる（賞品個数は増えるが）

④団体戦は3位決定戦を行い上位3者を表彰…相互審判が可能、賞品購入の節約
⑤クラス分けは全てＡＢＣの3クラスとし、中学生以下の部があるシングルス大会（市民・平和祭）で中学生
以下が一般の部に出場を希望する場合はＢ級以上とする

⑥小学生の出場希望者は中学生以下の部へのエントリーを基本とするが、一般の部へ出場を希望する場
合は、中学生と同じ扱い（Ｂ級以上）とする
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